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研究成果の概要（和文）：本研究では，光子，励起子，フォノンなどの量子間に生じる結合現象やFano的干渉現
象の関係を明らかにするため，様々な試料構造を有するCuCl半導体微小共振器における光学応答スペクトルにつ
いて研究を行った。その結果，緩和時間を持つ量子間で相互作用がある系で，お互いのエネルギーが近くなる
と，量子状態間の結合状態の変化に関わらず，非対称な光学応答スペクトルが現れることを見出した。新たに構
築した複素スペクトル理論を基に表される現象論的非エルミート有効ハミルトニアンを用いることで，半導体微
小共振器に観測されるピークエネルギー，半値幅およびスペクトル形状の入射角依存性が説明できることがわか
った。

研究成果の概要（英文）：We have investigated the optical response spectra of the CuCl semiconductor 
microcavities with various cavity structures, in order to reveal the relationship between coupling 
and Fano-like interference phenomena in various quanta, such as photon, exciton, phonon, and so on. 
We indicate that in the interaction system between quantum states with the different relaxation 
rates, the asymmetric optical spectra are observed when the energies of the quantum states are close
 to each other, regardless of the phase change between the strongly coupling states and weakly 
coupling states. It is found that the incident angle dependence of the peak energy, spectral width, 
and spectral profile observed in the CuCl semiconductor microcavities can be explained by using the 
phenomenologically non-Hermitian effective Hamiltonian represented on the basis of the complex 
spectrum theory constructed in this study. 

研究分野： 光物性

キーワード： 光物性　微小共振器　結合状態　量子閉じ込め　Fano的干渉

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
様々な緩和時間を有する量子間で相互作用がある場合，量子間で結合力の強弱に関わらず，量子間のエネルギー
が共鳴状態に近くなると，光学スペクトルは非対称なスペクトルとして観測されることが明らかになった。この
結果は，不連続準位と連続準位との相互作用によって生じるFano干渉の非対称スペクトルの出現と同様に，不連
続準位間でも非対称なスペクトルが現れることを示している。非対称性の度合いは観測している環境に依存する
が，この非対称なスペクトルの出現は普遍的な現象であることから，今後種々の結合状態の解明に役立つと考え
られる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

半導体微小共振器（図 1）には，光と励起子が強結合した

共振器ポラリトンが観測される。共振器ポラリトンの量子準

位の中で２つの準位を超短パルスレーザで同時に励起す

ることで，２準位間で生じる量子ビート（ラビ振動）が観測さ

れる。この２準位間の量子ビートに関する研究は国内外で

広く行われており，超高速現象の研究分野において話題と

なっている。一般に，寿命が十分に長い 2 つの量子状態が

共鳴的に相互作用する場合，エネルギー準位同士が反発

（ 準 位 反 交 差 ） し ， 結 合 モ ー ド が 生 じ る 。 例 え ば ，

GaAs/AlAs 多重量子井戸構造試料において，重い正孔と

軽い正孔の励起子間で励起子量子ビートが観測され，この

励起子量子ビートとコヒーレントフォノンとの共鳴的結合の

結果，準位反発した結合モードが生じることを見出してい

る。 

 一方，寿命が大きく違う 2 つの量子状態間では，新たな

結果が生じる。最近，我々は， CuCl 半導体微小共振器に

おいて，世界で初めて，寿命の短いラビ振動と寿命の長い

コヒーレントフォノンによる 2 つの量子振動間の結合を観測

し，コヒーレントフォノンがラビ振動によって増強されることを

見出した。また，得られた時間領域信号のフーリエ変換ス

ペクトルから，ラビ振動数（wRO）をフォノン振動数（wLO）に

近づけることで，コヒーレントフォノンのスペクトルが非対称化する Fano 干渉に似た現象を発

見している（図 2）。この Fano 的干渉現象は，現象論的には，ラビ振動の寿命が短いことによ

るブロードなラビ振動のスペクトルに，シャープなコヒーレントフォノンが重なることで生じたと

考えられる。2 量子振動間の相互作用によって生じる通常の準位反発を生む結合現象と，

我々が得た Fano 的干渉現象との関係を明らかにすることが，本研究の主たる目的である。 

 
２．研究目的 

本研究では，半導体微小共振器における，ラビ振動とコヒーレントフォノンによる 2 量子振動

間で生じる Fano 的干渉現象と準位反交差を生む結合現象の間の変移を明らかにし，2 量子

振動間結合のコヒーレント制御への展開を目指す。特に，理論と実験が協働して，微視的立

場から光子・励起子・フォノンからなる複合量子系の結合・干渉ダイナミクスを解明する。2 量

子振動間に生じる干渉現象と結合現象の間の変移は，量子振動間の結合力および量子振

動の緩和時間に関係していると考えられる。そこで，本研究目的を達成するために，下記に

示す研究課題を行う。主対象試料は，多様な試料構造を作製可能であり，結合現象と干渉

現象の間の変移を系統的に研究できる優れた舞台である銅ハライド半導体微小共振器を用

いる。 

１． ２量子振動間の結合力と Fano 的干渉現象の解明 

２． ２量子振動間の干渉現象と結合現象の間の変移の解明 

３． ２量子振動間結合のコヒーレント制御への展開を検討 

 
３．研究の方法 

半導体微小共振器において，「ラビ振動とコヒーレントフォノンによる２量子振動間で生じる

Fano 的干渉現象と準位反交差を生む結合現象の間の変移を明らかにし，２量子振動間結

合のコヒーレント制御を目指すこと」を目的に，実験研究グループと理論研究グループが連

携しつつ，3年計画で本研究を遂行する。本研究期間を通じて，目的にあわせた種々の構造

の銅ハライド微小共振器を作製する。 

１．銅ハライド半導体微小共振器を主対象に，２量子振動間の結合力と Fano 的干渉現象の

解明することを目的に， 

・種々の共振器層構造を有する半導体微小共振器を作成し，Fano 的干渉現象の起源を

 
図 1．半導体微小共振器試料の模

式図 

 
図 2．半導体微小共振器において，

ラビ振動数を変えたときの，時間領

域信号のフーリエ変換スペクトル。

wRO とwLO はそれぞれラビ振動数お

よびフォノン振動数を示す。 



探る 

・光–励起子–フォノン複合量子系における光学応答理論を構築する。 

２．量子振動間で生じる干渉現象と結合現象の関係について明らかにすることを目的に， 

・共振器層内の光子の閉じ込め度合い（Q 値）や共振器層の膜厚を変えた銅ハライド微

小共振器を用い，干渉現象と結合現象の間の変移について調べる。 

・複合量子系の緩和ダイナミクスに関する減衰理論の構築する 

３．ダブルパルス励起による 2 量子振動間の結合性のコヒーレント制御について検討する。 

 

４．研究成果 

4-1）ラビ振動とコヒーレントフォノン間の結合の要因について 

半導体微小共振器に観測されるラビ振動と

コヒーレントフォノン間で生じる結合の要因を

明らかにすることを目的に研究を行った。 

半導体微小共振器において，共振器層内

の CuCl 活性層の位置や活性層厚を変えた

試料（図 3）を作製し，その試料におけるラビ

振動とコヒーレントフォノン間の結合ダイナミ

クスについて，角度分解透過型 Pump-probe

法を用いて研究を行った。その結果，活性

層の配置を共振器層内の光の電場分布に

対して節の位置から腹の位置に変えること

で，コヒーレントフォノンの強度（振動振幅）

が 10 倍以上（3 倍以上）に増幅されることを

見出した（図 4）。このコヒーレントフォノン振

幅の増幅は，共振器層内の電場振幅と励起

子波動関数との重なり度に起因しているた

めと考えられる。すなわち，ラビ振動とコヒー

レントフォノンの結合は，共振器層に閉じ込

められた光電場，励起子，および，フォノン

による各波動関数の空間分布の重なりに起

因しているためと考えられる。 

また，GaAs/AlAs 多重量子井戸構造にお

いて，励起子量子ビートとコヒーレントフォノ

ン間の結合について研究を行った。その結

果，半導体微小共振器におけるラビ振動—コ

ヒーレントフォノン間結合と同様に，励起子

量子ビートとコヒーレントフォノンの間にも分

極相互作用による弱結合が生じていることが

わかった。 

4-2）Fano 共鳴に関する理論構築，および，複素スペクトル理論の構築 

光子・励起子・フォノンによる複合量子系の緩和ダイナミクスを理論的に明らかにするため，

緩和時間を議論することが可能な量子 Liouville 方程式を基に，微視的立場から，不連続準

位と連続準位間で生じる Fano 共鳴に関する理論構築を行った。 

また，緩和速度（または散逸速度）が違う 2 つの不連続準位間において，環境系まで含めた

全系に対する非エルミートハミルトニアンに基づき，量子間の結合状態に関する複素スペクト

ル理論の構築を行った。散逸効果が大きい系において，微視的原理から導かれた非エルミ

ート有効ハミルトニアンの複素固有値および複素固有ベクトルが，それぞれ，測定で観測さ

れるスペクトルのピークエネルギーや半値幅，および，スペクトル形状に，顕著に現れることを

示した。 

 

 
図3. ３種類のCuCl 微小共振器の模式図。青色の

層はPbCl2、緑色の層はAlF3、赤色の層はCuCl、黄

実線は共振器モードの光電場の空間構造を表して

いる。分布ブラッグ反射鏡はPbCl2 とAlF3での多層

膜で構成されている。試料の共振器層厚は全てλの

共振器層厚である(λ=387 nm)。CuCl 活性層は、そ

れぞれ，（試料1）共振器モードの節の位置、（試料2）

共振器モードの腹と節の中間の位置、（試料3）共振

器モードの腹の位置に作製した。 

 
図4．Rabi 振動（上部）とコヒーレントLOフォノン（下

部）のフーリエ変換強度の入射角度依存性。共振器

構造は，図3の試料構造と同じである。 
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4-3）量子間に生じる干渉現象と結合現象の関係 

半導体微小共振器において，共振

器層内の光子の閉じ込め度合いを

示す Q 値を変えた試料，および，共

振器層の厚さを変えた試料を作製

し，それらの試料における角度分解

透過スペクトルを測定することで，光

子と励起子との間の結合状態の変

化について研究を行った。その結

果，共振器層厚と分布ブラッグ反射

鏡の周期数を変えることで，光子と

励起子との間の結合状態が劇的に

変化することを見出した（図 5a）。特

に，試料構造に依存して，共振器ポ

ラリトンモードの有無が生じることが

明らかとなった。これは，弱結合状

態と強結合状態の間の変遷を意味

している。また，共振器ポラリトンモ

ードによる透過スペクトルが，入射角

とともに，対称形状と非対称形状の

間で変化することを見出した（図

5b）。理論グループから提唱された

微視的原理に基づく複素スペクトル

理論（不連続準位の間の結合を表

す現象論的非エルミート有効ハミル

トニアン）を用いた解析を行うことで，

共振器ポラリトンモードの共鳴エネ

ルギーと半値幅の入射角依存性（図

6），および，そのスペクトル形状の

変化が説明できることを見出した。 

4-4）ダブルパルス励起による量子

間の結合性のコヒーレント制御につ

いての検討 

ダブルパルス励起による 2 つのコヒ

ーレントフォノン間の制御に関する

理論を構築し，実験結果との比較検

討を行った。その結果，理論計算か

ら得られた，ダブルパルス間の時間

差に対するコヒーレントフォノンの強

度変化や位相の変化が実験結果と

一致することがわかった。 
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図 5．(a) 種々の共振器構造を有する CuCl 微小共振器における

透過スペクトル。q は，入射角を示す。（b） CuCl l/2-微小共振

器の角度分解透過スペクトル。LPB, MPB, UPB はそれぞれ，

Lower Polariton Branch, Middle Polariton Branch, Upper Polariton 

Branch を示す。また，縦破線は Z3 励起子および Z12 励起子のエ

ネルギーを示す。 

 
図 6．CuCl l/2-微小共振器の角度分解透過スペクトルに観測さ

れる各ポラリトン分枝のピークエネルギーの入射角依存性(a)と，

半値幅の入射角依存性（b）。横破線は Z3 励起子および Z12 励起

子のエネルギーを示し，破線の曲線は，共振器光子の入射角依

存性を示す。LPB, MPB, UPB はそれぞれ，Lower Polariton 

Branch, Middle Polariton Branch, Upper Polariton Branch を示す。

また，実線の曲線は，現象論的非エルミート有効ハミルトニアン

を用いて，フィッティングした結果を示す。 
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